
令和８年度・９年度の指標・目標の変更
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標 指標 指標 指標
目標 目標 目標 目標
実績 見込 － －

安全で信頼される医療の提供（医療の質の向上）
救命救急センターの充実

脳卒中センターの充実

rt-PA静注療法 rt-PA静注療法 rt-PA静注療法 rt-PA静注療法

年40件以上 年40件以上
 年40件以上
年30件以上

 年40件以上
年30件以上

28件 18件 ー ー

血栓回収療法 血栓回収療法 血栓回収療法 血栓回収療法

年75件以上 年75件以上
 年75件以上
年70件以上

 年75件以上
年70件以上

62件 50件 ー ー

地域がん診療連携拠点病院の充実
診療体制の推進

連携充実加算算定件数 連携充実加算算定件数 連携充実加算算定件数 連携充実加算算定件数

年1,450件以上 年1,450件以上
 年1,450件以上

年700件以上
 年1,450件以上

年700件以上

702件 645件 ー ー

前立腺がん連携パス 前立腺がん連携パス 前立腺がん連携パス 前立腺がん連携パス

年3件以上 年4件以上
 年5件以上

年15件以上
 年6件以上

年15件以上

18件 15件 ー ー

緩和ケアセンターの充実

緩和ケア診療加算算定件数 緩和ケア診療加算算定件数 緩和ケア診療加算算定件数 緩和ケア診療加算算定件数

年55件以上 年40件以上
 年65件以上
年75件以上

 年70件以上
年80件以上

14件 100件 ー ー

ゲノム医療の推進

遺伝カウンセリング
 遺伝カウンセリング

BRCA遺伝学的検査
 遺伝カウンセリング

BRCA遺伝学的検査
 遺伝カウンセリング

BRCA遺伝学的検査

年30例以上
 年30例以上

年120例以上
 年30例以上

年120例以上
 年30例以上

年120例以上

28例 129件 ー ー

地域医療支援病院の充実
前方連携の強化

連携医予約数 連携医予約数 連携医予約数 連携医予約数

年6,500件以上 年6,600件以上
 年6,700件以上
年7,500件以上

 年6,800件以上
年7,500件以上

7,224件 7,540件 ー ー

後方連携の強化

入退院支援加算件数 入退院支援加算件数 入退院支援加算件数 入退院支援加算件数

月530件以上 月535件以上
 月540件以上
月600件以上

 月545件以上
月600件以上

月574件 月623件 ー ー

入院時支援加算件数 入院時支援加算件数 入院時支援加算件数 入院時支援加算件数

月140件以上 月142件以上
 月143件以上
月180件以上

 月145件以上
月180件以上

月142件 月188件 ー ー

退院前・後訪問指導件数 退院前・後訪問指導件数 退院前・後訪問指導件数 退院前・後訪問指導件数

年30件以上 年32件以上
 年34件以上
年60件以上

 年36件以上
年60件以上

年42件 年60件 ー ー

27 退院支援の
充実・在宅
療養支援の
強化

上方修正

【コメント】
・令和7年度見込と同水準に令和8年度・9年度の目標を上方修正する。

【コメント】
・令和7年度見込と同水準に令和8年度・9年度の目標を上方修正する。

25 紹介しやすい
予約・受診
方法の推進

上方修正

17 遺伝カウンセ
リング外来の
充実

指標変更

16 緩和ケア外
来の充実

上方修正

・遺伝カウンセリング外来はあまり増えていないが、BRCA遺伝学的検査は年々増加して、主治医が説明して同等のコストを取っている。

【コメント】
・運用改善により算定の見込みが上昇したため。

14 がん相談窓
口機能の充
実

上方修正

【コメント】
・令和6年度、7年度の件数を鑑みて、15件に上方修正する。

11 化学療法

下方修正

【コメント】
・連携充実加算業務は、他業務と兼務で行っており現在月40件以上を目標としているため、今後も達成は困難です。目標を一旦年間480件あるいは今年度の実績
以上とした目標に変更したい。

【コメント】
・脳梗塞超急性期患者において，rt-PA静注療法が適応となるのは約8%，血栓回収療法では約20%であり，脳梗塞超急性期患者の年間入院数が約300人
であることを鑑みると目標値を下げることが妥当である。

10 脳梗塞超急
性期治療の
充実

下方修正

変更事由大 中 小 No. 取り組み
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令和８年度・９年度の指標・目標の変更
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標 指標 指標 指標
目標 目標 目標 目標
実績 見込 － －

変更事由大 中 小 No. 取り組み

災害拠点病院の充実
災害時における体制の整備

年1回、防災委員会にて災害BCPの
見直しを行う

 新病院における災害BCPを検討する
年1回、防災委員会にて災害BCPの
見直しを行う

 新病院における災害BCP案を作成する
年1回、防災委員会にて災害BCPの
見直しを行う

 新病院開院までに新しい災害BCPを
 完成させる
年1回、防災委員会にて災害BCPの
見直しを行う

年1回
 実施

年1回
 作成

年1回
 完成

年1回

1回 1回 ー ー

患者サービスの向上
広報の充実

地域住民向け医療講座 地域住民向け医療講座 地域住民向け医療講座 地域住民向け医療講座

年6回以上
 年6回以上

年12回以上
 年6回以上

年12回以上
 年6件以上

年12回以上

11回 11回 ー ー

良質なチーム医療
チーム医療の充実

骨粗鬆症リエゾンチームの
介入患者（外来）

骨粗鬆症リエゾンチームの
介入患者（外来）

 骨粗鬆症リエゾンチームの
 介入患者（外来）

削除

 骨粗鬆症リエゾンチームの
 介入患者（外来）

削除

年25件以上
 年30件以上
年25件以上

 年35件以上
削除

 年40件以上
削除

3件 2件 ー ー

排尿ケアチーム介入患者数 排尿ケアチーム介入患者数 排尿ケアチーム介入患者数 排尿ケアチーム介入患者数

年40人以上 年40人以上
 年40人以上
年80人以上

 年40人以上
年80人以上

43人 50人 ー ー

排尿自立支援加算 排尿自立支援加算 排尿自立支援加算 排尿自立支援加算

年60件以上 年60件以上
 年60件以上

年150件以上
 年60件以上

年150件以上

145件 130件 ー ー

RRTメンバーの増員 RRTメンバーの増員 RRTメンバーの増員 RRTメンバーの増員

年4名 年4名
 年4名
年2名

 年4名
年2名

3名 3名 ー ー

RRSの要請数 RRSの要請数 RRSの要請数 RRSの要請数

年12回以上 年12回以上
 年12回以上
年60回以上

 年12回以上
年60回以上

45回 44回 ー ー

安定した病院経営
収入の確保

DPC実績指標の向上

下位4分の1以上 下位4分の1以上
 下位4分の1以上

削除
 下位4分の1以上

削除

133位/141病院（下位6%） 最下位 ー ー

人材の確保
働きやすい職場づくり

（プラチナ世代）定年引上げに
関する制度周知説明会

（プラチナ世代）定年引上げに
関する制度周知説明会

（ プラチナ世代）定年引上げに
 関する制度周知 説明会
（プラチナ世代）定年引上げに
関する制度周知

（ プラチナ世代）定年引上げに
 関する制度周知 説明会
（プラチナ世代）定年引上げに
関する制度周知

年1回 年1回 年1回 年1回

0回 0回 － －

【コメント】
・対象者が1,2名と少ないため、説明会を開かず通知文書等の周知を行っているため指標を変更するもの。

71 多様な働き
方を可能とす
る職場環境
づくり

指標変更

【コメント】
・経営改善における診療密度の重要性について疑義が生じているため。

52 診療密度の
上昇

指標削除

ベンチマークシステムの中で算出した診
療密度
特定病院群の中で下位4分の1以上

ベンチマークシステムの中で算出した診
療密度
特定病院群の中で下位4分の1以上

 ベンチマークシステムの中で算出した診
 療密度
 特定病院群の中で下位4分の1以上
　　　　　　　　　　削除

 ベンチマークシステムの中で算出した診
 療密度
 特定病院群の中で下位4分の1以上
　　　　　　　　　　削除

上方修正

42 RRSの充実

下方修正

【コメント】
・年間4名の増員することは現場の業務上困難であること、令和7年度末の人数が26人であり予定の定員数である30名に達する予定のため。
・RRSの周知が進み、要請数が増加していることから、目標回数を上方修正する。

【コメント】
・昨年度から変わらず安定した件数介入できている。泌尿器科患者に対して介入することで毎週新規介入が可能となることが予想されるため。

39 排尿ケアチー
ムの充実

上方修正

【コメント】
・外来では、個別での治療は可能も、olsチームでの介入は困難のため。

38 骨粗鬆症リエ
ゾンチームの
充実

指標削除

【コメント】
・令和6年度より開催方法を見直した結果月に1回開催することとしたため。

35 地域住民向
け医療講座
の充実

上方修正

30 業務継続計
画（災害
BCP）等の
見直し

指標変更

【コメント】
・新病院の開院がR9であったのが未定となったため。
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令和８年度・９年度の指標・目標の変更
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標 指標 指標 指標
目標 目標 目標 目標
実績 見込 － －

変更事由大 中 小 No. 取り組み

専門性の高い人材の確保

薬剤師による日曜予定入院
持参薬鑑定

薬剤師による日曜予定入院
持参薬鑑定

 薬剤師による日曜予定入院
 持参薬鑑定
　　　　　　　　　　削除

ー

実施 実施
 実施
削除

－

実施 実施 － －

－ － －
 新病院全ユニット、病棟に専任薬剤師

 配置
削除

－ － －
 配置
削除

－ － － －

デジタル化への対応
ＩＴを活用した患者の利便性向上

マイナ保険証の利用率
 他院情報の利用率

マイナ保険証の利用率
 他院情報の利用率

マイナ保険証の利用率
 他院情報の利用率

マイナ保険証の利用率

11月末までに80％
 50%以上
30％以上

 70％以上
70％以上

 90％以上
80％以上

30% 60% － －

Web予約件数 Web予約件数 Web予約件数 Web予約件数

月100件以上
 月105件以上
月90件以上

 月110件以上
月95件以上

 月115件以上
月95件以上

月78件 月95件 － －

サイバーセキュリティへの対応

－ －
 新病院を想定した基準・マニュアルの策
 定
　　　　　　　　　　削除

－

－ －
 策定
削除

－

－ － － －

施設・設備及び医療機器等の計画的な整備
システムの計画的な整備

心臓超音波画像管理システム
(CardioAgent)更新
就業管理システム更新

医療画像院外参照システム
(SYNAPSE ZERO)更新
診断書作成システム更新

放射線画像管理システム
(SYNAPSE)、ポータブルディスクシス
テム（PD-S)、３D画像解析システ

ム、医療画像院外参照システム
(SYNAPSE ZERO)更新

検体検査システム更新
細菌検査システム更新
輸血管理システム更新

 公営企業会計システム更新
乳房画像管理システム更新
電子カルテネットワーク認証
サーバ、インターネット端末

(Windows10)更新

 病理検査システム更新
 ３D画像解析システム更新

 バーチャルスライドシステム更新
電子カルテシステム業者選定

電子カルテシステム更新
手術システム更新

感染管理支援システム更新
循環器動画システム更新
注射薬払出システム更新
生理検査システム更新
病理検査システム更新

バーチャルスライドシステム更新

更新 更新 実施 更新

更新 更新 － －

教育・研究等の充実
人材育成

看護師の専門性の向上
クリティカルケア領域、がん看護領域、
高齢者看護領域および、不在領域
（がん放射線療法看護、心不全看
護、小児プライマリーケア、呼吸器疾患
看護）のうち資格取得者

クリティカルケア領域、がん看護領域、
高齢者看護領域および、不在領域
（がん放射線療法看護、心不全看
護、小児プライマリーケア、呼吸器疾患
看護）のうち資格取得者

感染管理、クリティカルケア領域、がん
看護領域、高齢者看護領域および、
不在領域（がん放射線療法看護、心
不全看護、小児プライマリーケア、呼吸
器疾患看護）のうち資格取得者

感染管理、クリティカルケア領域、がん
看護領域、高齢者看護領域および、
不在領域（がん放射線療法看護、心
不全看護、小児プライマリーケア、呼吸
器疾患看護）のうち資格取得者

1名以上 1名以上 1名以上 1名以上

【コメント】
・病院機能評価では、より詳細なサーベイランスを求めているため、感染管理分野の育成を最優先とした。

85 認定資格等
の取得、特
定行為研修
への参加

指標変更

【コメント】
・3D画像解析システムはＲ７に更新済、病理検査システムとバーチャルスライドシステムはＲ９の電子カルテ更新に併せて更新する。
・R8の目標が無くなることもあり、R9の電子カルテ更新のため、R8に行う業者選定を目標として新設した。

80 計画的なシ
ステムの更
新・導入

指標変更

【コメント】
・新病院の開院がR9であったのが未定となったため。

77 情報セキュリ
ティ対策基準
等の充実

指標削除

【コメント】
・制度導入後、予約成立件数が月100件を超えることがなく、現状の目標設定は実態に合っていないため。

75 インターネット
予約システム
等の検討

下方修正

74 オンライン資
格確認の利
用促進

指標変更

【コメント】
・保険証の使用期限に関する厚労省の方針に一貫性がみられないため当面の目標上限を8割にすることを希望します。

【コメント】
・日曜予定入院持参薬鑑定は実施済みであるため、R8の目標から削除するもの。
・新病院延期のため、「新病院全ユニット、病棟に専任薬剤師配置」を削除とする。

73 救急・手術
部・ICUの人
材確保・適
正配置

指標削除
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令和８年度・９年度の指標・目標の変更
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標 指標 指標 指標
目標 目標 目標 目標
実績 見込 － －

変更事由大 中 小 No. 取り組み

院内教育体制の整備

年度内の実施 年度内の実施
 年度内の実施

削除
 年度内の実施

削除

実施 実施
 実施
削除

 実施
削除

実施 実施

新病院に向けた取り組み
建替事業の推進

設計・工事の着実な遂行

建設工事進捗管理 建設工事進捗管理
 建設工事進捗管理

建替事業の進め方の検討
 建設工事進捗管理

削除

進捗管理 進捗管理
 進捗管理

検討
 進捗管理

削除

未実施 未実施 － －

ー ー  ー
 建設工事完了に伴う検査

削除

ー ー ー
 実施
削除

ー ー ー －

医療機器等の計画的な整備

－
そ の他医療機器・什器備品選定

削除
そ の他医療機器・什器備品選定

削除
－

－
 選定
削除

 選定
削除

－

－ － － －

－ －
 搬入スケジュール・経路等検討

削除
 搬入スケジュール・経路等検討

削除

－ －
 検討
削除

 検討
削除

－ － － －

－ － －
 各種機器・備品の調達、納品、検収

削除

－ － －
 実施
削除

－ － － －

－ － －
 新病院へ搬入

削除

－ － －
 実施
削除

－ － － －

－ － －
 開院に備えたリハーサル

削除

－ － －
 実施
削除

－ － － －

【コメント】
・新病院建設事業については、現在今後の方向性を決定するために必要な事項について整理・検討を行っており、令和８年度の上半期中に事業収支計画の検討の
結果を整理、その上で事業の方向性を判断することとしていることから削除。

93 医療機器等
整備計画作
成、それに基
づく計画的な
調達

指標削除

92 スケジュール
通りに設計完
了、工事発
注、工事着
手、工事完
了

【コメント】
・新病院建設事業については、現在今後の方向性を決定するために必要な事項について整理・検討を行っており、令和８年度の上半期中に事業収支計画の検討の
結果を整理、その上で事業の進め方を判断することとしている。このため、その後のスケジュールは未定であることから、令和９年度の取り組みは未定。

指標変更

指標削除

89 組織体制の
構築に向けた
研究

指標削除

【コメント】
・令和7年4月1日に教育研修センターを設立し、目標を達成したため令和8.9年度の目標から削除する。
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令和８年度・９年度の指標・目標の変更
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標 指標 指標 指標
目標 目標 目標 目標
実績 見込 － －

変更事由大 中 小 No. 取り組み

運営計画の検討

部門会議の実施 部門会議の実施
 部門会議の実施

削除
 部門会議の実施

削除

年4回 年4回
 年4回
削除

 年4回
削除

2回 未実施 － －

運営マニュアル（たたき台） 運営マニュアル（一次案）
 運営マニュアル（二次案）

削除
 運営マニュアル（最終案）

削除

策定 策定
 策定
削除

 策定
削除

素案策定 未実施 － －

－ － －
 運営リハーサルの実施

削除

－ － －
 実施
削除

－ － － －

機能強化する部署（手術室、ICU、救
命救急センター、透析室、等）のスタッフ
育成

機能強化する部署（手術室、ICU、救
命救急センター、透析室、等）のスタッフ
育成

機能強化する部署（手術室、ICU、救
命救急センター、透析室、等）のスタッフ
育成

機能強化する部署（手術室、ICU、
救命救急センター、透析室、等）のス
タッフ育成

育成 育成 育成 育成

育成 育成 － －

建替事業の情報発信
事業の目的や計画等の発信、周知

ー ー 新病院建設Newsの作成、公開
 新病院建設Newsの作成、公開

削除

ー ー 作成・公開
 作成・公開

削除

ー ー － －

【コメント】
・新病院建設事業については、現在今後の方向性を決定するために必要な事項について整理・検討を行っており、令和8年度の上半期中に事業収支計画の検討の
結果を整理、その上で事業の方向性を判断することとしている。このため、その後のスケジュールは未定であることから、令和9年度の取り組みは削除。

96 新病院建設
Newsの発
行、新病院
出前講座の
実施

95 運営体制の
確立

指標変更

指標削除

94 新病院でス
ムーズな運営
が出来るよう
検討

指標削除

【コメント】
・新病院建設事業については、現在今後の方向性を決定するために必要な事項について整理・検討を行っており、令和８年度の上半期中に事業収支計画の検討の
結果を整理、その上で事業の方向性を判断することとしていることから削除。
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